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アンカ ボルトの材料特性アンカーボルトの材料特性

【目的】
接着系アンカーで使用していたボルトについて、

腐食の状況及び引張強度を把握したもの腐食の状況及び引張強度を把握したもの

平成２５年３月２７日(水)



①アンカーボルトの腐食状況確認試験

調査方法 ＪＣＩ－ＳＣ１「コンクリート中の鋼材の腐食評価方法」に準拠して実施

実施時期 平成25年1月24日～平成25年1月25日

実施場所 般財団法人 建材試験センタ実施場所 一般財団法人 建材試験センター

験 容
・ 引抜き試験で採取したボルトを切り出し、加熱・ブラシ洗浄後、

酸 溶液 漬 腐食生成物を除去試験内容 10％クエン酸二アンモニウム溶液に浸漬して腐食生成物を除去。
・ 加熱・ブラシ洗浄後と腐食生成物除去後の試験体重量を比較。
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凡例 浸漬状況 上：浸漬前 下：浸漬後



②調査箇所
①(34.0kN)

②(24.2kN) ③(27.4kN)

④(19.2kN)

③調査結果
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重量減少率は、最大で3.83％であった。



②アンカーボルト本体の引張り破断試験概要

試験方法 ・JIS Z 2241（金属材料引張試験方法）に準拠して実施

実施時期 平成25年 1月11日～平成25年 1月25日

実施場所 一般財団法人 建材試験センター

試験内容
・試験Ａ：アンカーボルト本体を直接引張り試験機に挟む
・試験Ｂ：アンカーボルト本体を治具を用いて引張り試験機にかける

引張り試験機 試験状況（試験A） 試験状況（試験B）
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アンカーボルト本体の引張り破断試験箇所

①(10.8kN)-試験A

②(32.3kN)-試験A
③(39.7kN)-試験B ④(23.3kN)-試験B

４
試験A 試験B



２．対象アンカーボルト

試験番号
引き抜き抵抗力
試験結果（kN）

引張り試験方法 備考
試験結果（kN）

① 10.8 試験Ａ

② 32.3 試験Ａ

③ 39.7 試験Ｂ

④ 23.3 試験Ｂ

３．試験結果

Ｍ１６鋼材
破断荷重

（kN）
降伏荷重

（kN）
降伏応力
（N/mm2）

試験番号
破断荷重 降伏荷重 ※ 降伏応力 ※

（kN） （kN） （N/mm2）

ＳＳ４００ ６２．８ ３８．４ ２４５

試験番号
（kN） （kN） （N/mm2）

① ８０．０ ６４．８ ４１３

② ７９．１ ６２．９ ４０１

③ ８１．２ ６４．４ ４１０

④ ７８．５ ６４．４ ４１０

※ 降伏荷重は荷重変位曲線グラフからの読み取り値のため、試験機関の最終確認により数値がわずかに変更となった。
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まとめ

・腐食による重量減少率は、最大で３．８３%である。

・引張強度はいずれの数値も設計値を上回っており、 アンカーボルトは健全と
考えられる。
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